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議 事 録 

会議名 令和７年度第２回豊山町学校給食アレルギー対応検討委員会 

年月日 令和８年３月１９日（木） 

時間 午後２時～午後２時５５分 

出席者 

委員 

委員長  上 原 正 子（学識経験者） 

副委員長 野 﨑 千 佳（Ｎ.キッズファミリークリニック） 

委 員  杉  直 哉（豊山小学校校長） 

委 員  竹 内 哲 子（豊山中学校養護教諭） 

委 員  渡 邉 志 保（豊山小学校栄養教諭） 

委 員  伊 藤 竜 児（西春日井広域事務組合消防本部） 

委 員  後 藤 祥 子（保護者代表者） 

事務局職員 

教  育  長  伊 藤 圭 樹 

教育委員会事務局長  小 塚 和 宣 

給食センター所長  牛 田 彰 和 

欠席者 なし 

協議事項 

１ 教育長挨拶 

２ 委員長挨拶 

３ 議題 

 （１）アレルギー対応の実施状況について 
 （２）豊山町立小中学校 学校給食における食物アレルギー対

応マニュアルの見直しについて 

（３）意見交換 

４ その他 

議事内容 

司会 本日はお忙しい中お集まりをいただきましてありがとう

ございます。 

本日の進行を務めます給食センターの牛田です。よろし

くお願いいたします。 

本日の会議録につきましては、発言者の名前を除いて、

町のホームページに公開をさせていただきますので、ご承

知おきください。 

また本日の資料で、今日お配りした資料 1別紙につきま

しては、委員会終了後に回収させていただきますのでよろ

しくお願いいたします。 

ただいまから、令和７年度第２回学校給食アレルギー対

応検討委員会を開催いたします。 
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初めに、教育長からご挨拶を申し上げます。 

教育長 改めましてこんにちは。 

今日、午前中に町内小学校３校の卒業式がありました。

委員の中にも、豊山小学校の杉校長がいます。私は志水小

学校へ出向きましたが、とても感動的な卒業式でした。 

立派に本町の３小学校の６年生が巣立っていきましたの

で、ご報告をさせていただくとともに、尊い命をこの給食

のアレルギー対応も含めて守り切っていただいて、今日の

卒業式を迎えることができたことに対し、改めてアレルギ

ー対応検討委員会の委員の皆様方には、お礼を申し上げた

いと思います。 

今日は 1年間のアレルギー対応の状況の報告や、来年度

の取り組み、一部アレルギー対応マニュアルの改正がござ

います。そのご説明をさせていただくとともに、委員の皆

様方から忌憚のないご意見をいただき、さらに豊山の小学

校、中学校の子供たちのアレルギー対応についてより良い

ものにしていきたいと考えております。どうぞよろしくお

願い申し上げたいと思います。 

司会 ありがとうございました。続きまして、上原委員長から

ご挨拶をいただきます。 

委員長 皆様、こんにちは。 

今、教育長からお話がありましたように、この 1年間、

食物アレルギーについては事故もなく無事にすんだのでは

ないかと思っています。 

他県での色々な例を見ておりますと、食物アレルギーは

子供にとってすごく重要なことです。課題は二つあると思

います。一つは、提供する学校給食を子供たちは選ぶこと

はできないということです。ですから、その食材の管理が

とても重要になります。思い込みでこの食材はこういう食

品だからこうした成分が入っているだろうという、思い込

みで進んではいけないということが、色々な事例で分かっ

てきています。例えば、スイートコーンの缶詰であっても

コーンだけでできているという思い込みがあり、事故が起

きたりする例もあります。ですので、スイートコーンと書
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いてあってもコーンだけと思うことが危険であると思わな

ければいけない、ということです。 

もう一点は、起きてしまったときの対応について、その

関わる先生方、保護者、周りの大人がいかに知識を持って

いるかが重要だと思います。事故が起きたとき、周りの大

人がどういう対応をしたらいいのか、皆さんがご存知だと

いうことがとても大切なことだと思っております。この二

つがアレルギー事故に対する重要な部分だと思います。 

今日も色々な議題が用意されておりますので、是非ご意

見いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

司会 それでは議題に入ります。 

これより会議の取り回しは上原委員長にお願いいたしま

す。 

委員長 それでは、議題（１）の「アレルギー対応の実施状況に

ついて」事務局より座ったままでご説明をお願いします。 

事務局 【資料１に基づき説明】 

委員長 ただいまの事務局の説明についてご質問とかご意見があ

ればお願いします。 

委員 中学校が１人減ったのは、卒業による減少ですか。 

事務局 アレルギーを持っていた子が卒業によって減少したもの

です。 

委員長 治ったわけではないということですね。 

令和８年度のアレルギー除去食の実施予定は、５月だけ

が書かれていて、（２）にあるとおり、今後は月３回程度と

いうことでよろしいですか。 

事務局 はい。６月以降の除去食につきましては、月に３回程度

の提供を考えております。 

委員長 資料１の別表にありますが、カシューナッツの検査は、

はっきり分かるのですか。アレルゲンもだんだん細かくな

ってきていますね。 

委員 カシューナッツは調べることができます。検査は色々あ
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りますが、不明な場合は最終的には食べてみるしかないで

す。ある程度食べても大丈夫かどうか、食べる検査をして

もいいかどうか、抗体を調べたりしています 

委員長 本当に複雑になってきたようなイメージです。他にご意

見はありますか。無いようですので、次に移ります。 

議題（２）の「豊山町立小中学校 学校給食における食物

アレルギー対応マニュアルの見直しについて」、事務局より

説明をお願いします。 

事務局 【資料２に基づき説明】 

委員長 ただいまの説明についてご質問、ご意見がございました

らお願いいたします。 

委員 前年度を希望する・希望しないということですが、校長

先生や教頭先生の時間が取れず大変である、ということを

以前の委員会で聞いた気がしますが、その辺はいかがです

か。 

委員 学校によって人数がかなり違います。豊山小学校は非常

に多くいまして、何とかやってきてはいましたが、負担軽

減という意味で、アレルギー症状が変わらないのであれ

ば、前年度の面談実施でもいいという流れで来ていると思

います。 

委員 面談には管理職の先生も一緒に出る必要があるが、日程

的に大変だと話されていたと思います。アレルギー対応が

前年度と同じであれば、管理職の先生が面談にいなくても

あまり気にならないと考えます。先生たちも業務が過多に

ならないように考えられたと思います。 

委員 多少、改善はされたので、負担軽減に繋がり、よかった

と思っています。 

事務局 補足ですが、人数を見ても、豊山小学校は突出して面談

者数は多いです。そういった状況も踏まえて、安全性を確

保しつつ、基本的には学校の管理職の方も出席していただ

きますが、全くアレルギー対応が変わらない子供について

は、管理職の出席を省略しています。あと、前倒しも今年

度から実施をしており、中学校も含めて全部で１０人です
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が、それでも、４月に４３人全員を面談するのではなく、

１０人を２月に、残り３３人を４月に行うということで、

その辺も、安全を踏まえつつも緩和できたのではないかと

考えております。 

委員長 少しでも緩和できたということですね。豊山小学校は、

新しい１年生も結構いるのですね 

委員 結構います。 

委員長 一番の①は先回議論していただいたものですので、これ

で進めていきたいと思いますし、②も保護者宛の文書の中

にこういう文言を入れていくということですね。 

事務局 そうです。 

委員長 これどうですか、委員、これぐらいでどうでしょう。 

委員 はい、素晴らしいと思います。 

ちなみにエピペンの取り扱いについて、本年度、当署で

受付を始めていますが、４月当初とか、年度末に受け入れ

ができないという経験をされた方が何件かあったと思いま

す。当署としても、なるべく学校給食が始まる前に何とか

エピペンの取り扱いは訓練の受け入れをしていくべきでは

ないか、という話を受付が始まってからしています。学校

からの申請に限る形になってしまうとは思いますが、なる

べく保護者の方が安心してお子様を預けるような形で、当

署としても対応していきたいと思っています。 

委員長 1 年に 1回は実施をしているということですね。学校の方

も大変でしょうけど。先生方も異動があったりしますね。 

委員 ですので、４月の当初の時期にやっています。 

委員長 新しい新任の方は学校で学んでいますよね、エピペンに

ついて。 

委員 エピペンはどうでしょうね。 

委員 救命はやっていますが、エピぺンはやっていないので

は。 

委員 ４月当初にやった感じからすると、どうやってやるので
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すか、という感じはあるので、大学では多分やっていない

ですね。 

委員長 そうですか。教育大学でもやっているようなイメージな

んですけど。ぜひ大学にも声をかけてやっていただくよう

にしていただくと良いかと。 

それでは他にないようでしたら議題３に進みたいと思い

ます。 

議題の３は意見交換ということになっておりますが、こ

れについて説明をお願いします。 

事務局 【資料に基づき説明】 

委員長 今の事務局の資料に基づく説明がありましたが、これに

ついて委員の方々から意見をいただければと思います。こ

の要望はいつ頃の話ですか。 

事務局 これは昨年の１０月です。毎月アレルギーの資料を対象

となる保護者に配付しており、除去食を食べる・食べない

とか、無配膳への対応が記載された回答をいただいていま

すが、１０月のときに保護者から平等扱いや返金のコメン

トが書いてありました。この方はアレルギー面談を前倒し

希望された方でしたので、本年２月に面談を行った際に

も、改めてお話がありました。 

委員 エビやカニの代替食は無いですよね。代わりに何か持っ

てきているのですか。 

事務局 配膳ができないので、おかずが足りず空腹が予想される

場合は、自分で弁当を持ってきています。 

委員長 持ってきても構わないというふうになっていますね。こ

れについては、本町でアレルギー対応制度が始まったと

き、最初に保護者に説明しているという文書的なものはあ

るんですか。返金はしません、というようなことを書いた

ものが。アレルギーの対応してくださいと言ってやります

が、それについて町はこのように対応することになってい

ます、ということは中に書いてありませんか。 

事務局 聞いた話では、そうしたことが生じたとき、基本的には

全部払っていただいて、返金はしませんという取扱いでや
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っているということは聞いております。 

委員長 保護者の方に、学校側はこのような方針でアレルギーを

対応しますが、給食費の返金はしませんと書いてあったか

と思っていました。新しい 1年生にはアレルギーの対応に

ついて、このようにしますというのを出しますよね。その

ときには金額のことは書いてなかったでしょうか。それを

踏まえて対応してくださいということがあれば、別に何も

言われない気がします。 

委員 例えば献立を事前にもらって、この日は除去食で食べる

から普通に給食費を払っても大丈夫だけど、食べるものが

この日は無理なときは、お弁当を持参することを事前に申

請すればその日はマイナス１食とか、そういう事前に保護

者からこの日は私は食べませんと。例えばラーケーション

や学級閉鎖とか、そういうときは食べない分を引いてもら

ったりしていますが、それ以外の場合にそういったことは

していませんか。 

事務局 ラーケーションや学級閉鎖等は日単位の話になりますの

で一食分を削っていますが、それ以外は行っていません。 

委員 足りない分だけ補うように持っていきますが、若干食べ

てない分だけ引くのは難しいですね、材料費がどのくらい

かかるのかというのもあります。ただし全て弁当にすると

みんなと同じものを食べられない悲しさがあります。食べ

られるものはみんなと一緒に食べたいと思います。みんな

の給食と違い、1人だけ弁当だと気持ち的には悲しいと思い

ます。 

委員 カニとかエビの給食は多いですか。 

委員 カニはほとんどありませんが、エビは月に１回ぐらいあ

ります。 

委員長 そこだけ返金というのは変な感じですね 

委員 卵の人は代替があるからそんなに出ないのかなと思いま

すが、それ以外だと食べられないからちょっと意見がある

と思います。 

委員長 最初に納得していただいて、アレルギー対応をしてい
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く、ということですね。 

委員 新 1年生の面談のときに話はしています。今回要望があ

ったのは中学生の保護者からです。長い間、そういう状態

が続くと、そういうご意見もあるかと思います。義務教育

で９年間ですから。 

委員長 保護者の気持ちは分からない訳ではありませんが。牛乳

は豆乳に変えて提供しているので、お金を返すことはない

ですね。 

事務局 ありません。 

委員 言いたいことはわかりますが、対応ができるかという

と、難しいと思います。 

委員 こうしたお話があった経緯は分かりませんが、小学校の

学校給食の無償化の話も出てきている中で、給食を全く食

べず全部持ってくる方とか一部除去食の方とかいろんなお

子様がいる中で、今回のこの案件は結構難しいと思いま

す。 

例えば返金対応となった場合、自治体の交付されたお金

を、小学校で食べてないから渡すかというとおそらくそう

いう動きにはならないのでは。そういった対応をしている

市町は愛知県の中でもあるようですが、なかなかそのあた

りは難しい話になってきます。となると、この小学校では

やっているが中学校でのどのような区分けにするのかも難

しいのではないかと。その辺りは家族や本人に寄り添うと

ころも大事だと思います。数字的に除去食の回数は増えて

いる状況はしっかりお伝えした上で、という形になると思

います。そこを中学生と小学生とか、この無償化について

広く捉えた上で考えないと、より要望が強くなることもあ

るのでは。アレルギーのお子さんは、おそらくみんなと一

緒のものを食べたくても食べられない点もあると思いま

す。逆にエビが好きだからエビの給食を出して欲しいとい

う要望の一方で、アレルギーの子がいるから出せないとな

ると、それも公平性が保たれてないという見方もできるの

で、どちらかに寄り添いすぎても難しい。味が質素になっ

てしまうとか、コスト面だったりとか、作る側も色々と考
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えて作っていると思いますので、難しい案件だと思いま

す。 

委員長 私が知っている市町村で返金されているのは牛乳だけの

ところはありますが、副菜で 1食ずつ返しているところは

知りません。牛乳は代替食の対象になっていますので、全

く乳を使わない除去食を展開しているところもあります。

乳を入れないでホワイトシチューを作っているところは。

全員がそういう給食を食べており、食べたことはあります

が、ちょっと違いますね。味的にも違うし、それが全体で

いいのかという問題もあると思いますし、一方で保育園と

か幼稚園では卵が食べられない子に合わせて卵関係のもの

は一切出さないところもあります。 

そうすると家庭で卵を食べていれば良いのですが、卵を

全く食べられなくなってしまうことも出てきています。食

は怖い、そういうところが習慣づいていくこと、味を知る

とかについては、少しマイナスになってきてるいところも

あると思います。 

ですからこの豊山のやり方は、とてもいいやり方だと私

は思っていますが、先ほど言いましたようにアレルギー対

応をしてほしいというときに契約ではないんですが、こう

したことが基本であるということを、あらかじめ示してお

く対応も、これからは大切だと思います。分かっているだ

ろうという前提で話が進む時代ではない気がしますので、

何か作っておくことが必要だと思います。近隣の市町村の

状況を調査するということもありますので、調整していた

だければ。 

事務局 委員長のおっしゃる通り、どこかで線引きは必要、本町

は令和２年１１月にマニュアルを策定し、令和３年度から

運用しております。またそれ以降も、必要に応じて随時見

直しをしてきております。アレルギーへの配慮は当然です

が、他のアレルギーではない子供との均衡も図る必要があ

ると思います。 

委員 本件は、うちの学校の保護者についてです。そんなに激

しく言っているわけではなく、たまたま除去食があるとき

はいいんですけど、無配膳がその前の月と重なってしま
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い、メモ程度に書かれたという感じで、先ほど所長も言わ

れた通り、面談のときは何か言われることはありませんで

した。 

委員長 そう重く考えなくても大丈夫ということですね。 

委員 はい。しかし、モヤモヤをしているかもしれないので、

整理をした方がいいと思います。 

教育長 少なからずそういう思いを持っていることは、今聞いて

も、確かに一理あるなと思います。今、委員長が言われた

ことを条件とすることも一つの方法だと思います。令和５

年と令和６年、令和７年と除去食が倍になっています。こ

れは乳、卵アレルギーがある児童生徒も、食べることがで

きる給食が増えているということではありませんか。 

事務局 除去食についてはそうですが、無配膳の給食のことを言

っているのだと思います。 

委員長 卵焼きの代わりに何かは違う給食を提供するわけではあ

りません。 

教育長 そうすると、なおさら分からない訳ではありませんね。 

委員長 おかず一品の全てが卵とか、そういうおかずを少なくす

ればいいのかもしれません 

委員 厚焼き卵とかオムレツとか、そういう除去食ができない

ものはですね。もちろん卵はアレルギーじゃない子には食

べさせたい食材ですので使いたいのですが、使う回数は月

に 1回にしようとか、回数は必ず決めて使うように配慮し

ています。 

卵ではなく先ほど言ったエビとか除去食にしていない食

材もたくさんあるので、豊山町でアレルギーとなる全ての

食材を月に１回にしようとか、そこまではなかなか難しい

です。卵は月に 1回ぐらいで止めようという努力・工夫は

しています。 

教育長 行政側としては声なき声に耳を傾けてあげたいと思いま

す。限界もあるのでしょうが。 

委員 これが卵だけとか乳だけとかのアレルギーだったら、ま
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だ回数も減ると思いますが、卵と乳の両方のアレルギーと

なると、玉子焼きが出た、パンが出たとなると、２回も無

しになるので難しいのではないでしょうか。 

委員 ですので、余計そう思われるなと思いました。 

委員長 小麦アレルギーの子供はいないですか。 

委員 小学校にもいますが、そういう子は、小麦は一切食べら

れません。例えばハンバーグとかもでも小麦が入っていな

い食材を使うように努力をしていますが、全て小麦無しに

することはできません。 

委員 タルタルソースとかも卵を使わないソースを使っていた

だいていて、ドレッシングにも卵が入ってないものとか。

通常なら、卵が入っていそうな物でも成分表で確認すると

卵を使っていない物をすごく選んでくれています。そこに

気づくと、すごくやってもらっていることが分かります

が、細かい資料ではなく、卵が入っているかどうかを欄中

で見る程度の資料になると、そこまで努力していることが

なかなか伝わりにくく分からないかもしれません。 

教育長 発信の仕方を考えたかも知れません。そこまで努力をさ

れているので。 

委員長 知らせるのなら、細かくはなりますよね。 

委員 お知らせで時々載せるのもいいかもしれません。給食の

努力みたいなことを。 

これは卵アレルギーの人にとっても勉強になります。情

報でこういうのを使っていますということ知らせること

は。 

委員 以前に比べると、卵や乳を使わない製品も増えてきまし

た。 

委員長 それを使えばいいですね。味も整ってきたので使えるよ

うになってきています。だから、その努力を知らせた方が

いいかと思います。情報の発信というのはすごく重要なこ

とだと思います。 

委員 アレルギーのない子供からしても、そうだと思います。 
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私の子はタルタルが好きだったので、今日のタルタルは

卵感が無かったと感想を言っていました。ただ、私が卵ア

レルギーのある子向けの卵無しソースであったことを伝え

て、子供もそれが分かると、自分には物足りなかったが、

みんなが一緒に食べられるソースだったと言っていまし

た。理由が分かると、子供も受け入れることができ、アレ

ルギーの子はこういうのが食べられないことも分かってき

ます。 

委員長 思いやりが生まれますね。 

委員 先生からその話を聞いたので、家に帰ってからこの間の

チキン南蛮のときのタルタルはそういう意味だったと伝え

たところ、僕にはちょっと物足りないと感じたけどそのお

かげで食べることができた子たちもいたと話していたの

で、食べることができる子、できない子、アレルギーへの

理解を深めることができると思いました。 

教育長 栄養教諭は難しいスケジューリングになると思います

が、学校を回られると思います。今、委員がおっしゃった

のは、まさに新しい学習要領にある多様性の包摂のこと

で、みんなから認められる、給食もそういうことをやるこ

とにより、子供も分かると、思いやりやお互いを理解する

ことに繋がります。 

委員 全員に配る大きい献立表がありますが、字がいっぱいで

書ききれないんですが、タルタルソース(卵なし)と書いて

あれば、そうなんだと思うかも知れません。どうやって発

信すればいいか。 

教育長 ひと手間かかりますが、やってくださっていることをお

知らせしないと、豊山のそういう努力がもったいないとい

う気がします。 

委員 先日の議会の一般質問のときにも給食関係が出ていまし

た。私も献立委員会等にも出席しているので、先生から話

をよく聞いて、給食の献立を作る努力をすごく知ることが

できて本当に感謝をしています。給食は色々な人がすごく

頑張って努力してこんなに美味しいものが毎日食べること

ができることを、もっと発信して、みんなに知ってもらい
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たいと思っています。 

委員長 本当に何かの形でそういうことができればと思います。

また考えていただければと思います。 

ありがとうございましたいろんなご意見をいただきまし

たので、意見交換は終了します。 

それでは以上で本日の議題は終わらせていただきます。

委員の皆様のご協力ありがとうございました。進行を事務

局にお返しします。 

司会 続きまして議題４のその他に移ります。 

今年度のアレルギー対応検討委員会につきましては今回

が最後となります。ご審議をいただきましたことにありが

とうございました。 

次回の検討委員会につきましては、また４月以降になり

ますけれども日程が決まりましたらご連絡をさせていただ

きたいと思います。また、人事異動等でまた後任の方を新

たなとして委嘱したいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは以上をもちまして給食アレルギー委員会を終了

いたします。本日はお忙しい中本当にありがとうございま

した。 

 


